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研究要旨 

 本年度は、脳画像を用いた認知療法・認知行動療法の効果に関する研究の端緒として、社

会的排斥による“こころの痛み”に対する支持的な言葉の影響が個人的特性によって脳機能

レベルで影響を受けるかについてサイバーボール課題を用いて検討を行った。その結果、

社会的排斥及び支持的サポートに対する感受性には個人差があり、自己評価やうつ傾向の

程度によって影響を受けること、こういった個人特性は、前頭前野の感情制御機能や前帯

状回における情動反応に影響を与えることが考えられた。 

 

A. 研究目的 

 この 10 年間の脳機能計測技術の大きな

進展により、脳活動を直接検討することが

可能となり、認知、行動、情動を脳機能と

結びつけて理解することが可能となってき

た。こうした研究は、心理学的な現象やそ

のメカニズムの理解に役立つだけでなく、

認知療法・認知行動療法などの精神療法的

介入に実証的裏付けを与えうるものと考え

られる。 

 われわれは、これまでに社会的排斥に対し

て “こころの痛み”を生じるサイバーボー

ル課題を用いて、支持的な言葉により、前頭

前野における情動制御処理が促進され、それ

が前帯状回の活動を抑制することで“こころ

の痛み”を緩和する効果をもつことを明らか

にしている(Onoda, Okamoto et al., 2009)。 

 そこで、本年度は、脳画像を用いた認知療

法・認知行動療法の効果に関する研究の端

緒として、社会的排斥による“こころの痛み”

に対する支持的な言葉の影響が個人的特性

によって脳機能レベルで影響を受けるかに

ついてサイバーボール課題を用いて検討を

行った。 

 

B. 研究方法 

 被検者は若年健常者39名であった。参加

者はこのサイバーボール課題はランダム意

志決定の脳内メカニズムを検討するためと

教示を受けた。この課題では受容条件、排

斥条件、サポート条件が設定された。受容

条件では画面上に提示される二人のPCキャ

ラクターを相手にキャッチボールを行った。

排斥条件では参加者にボールは回ってこな

かった。受容及び排斥条件では画面上に実

験中の注意や教示が表示された。サポート

条件では排斥条件と同様に参加者にボール

は回ってこなかったが、実験者からの同情

的、共感的なコメントが画面に表示された。

この課題を遂行中の脳活動をfMRIによって

測定した。被験者の個人的特性は、抑うつ

(BDI-II)、自己評価(The Rosenberg 

self-esteem scale)を用いて評価した。 



 本研究は広島大学倫理委員会にて承認を

受けている研究計画に基づいて実施した。

すべての被験者に対しては研究内容につい

て十分な説明を行い文章にて同意を得た。 

 

C. 研究結果 

課題の評価 

 各条件における“こころの痛み”および

コメントの情緒性を心理行動学的に評価し

た結果、“こころの痛み”は受容条件に比べ、

排斥条件において増加し、その後支持的サ

ポート条件において低下した。情緒性に関

してサポート条件は他の条件と比較してよ

り思いやりのあるコメントと評価された。 

支持的サポートによるこころの痛みの軽減

の脳内メカニズム 

 脳活動データに関しては、サポート条件-

排斥条件で内側前頭前野、外側前頭前野、

側頭葉の広い領域にわたって賦活が認めら

れ、これらの領域が支持的サポートの受け

取りに関与していると考えられた。さらに、

社会的排斥によって生じた“こころの痛み”

と前帯状回に高い正の相関を認め、支持的

サポートによる痛みの低下と前帯状回の活

動には正の相関が認められた。すなわち、

“こころの痛み”を強く感じている個人ほ

ど、前帯状回の活動は大きくなっており、

“こころの痛み”が支持的サポートによっ

て低下した個人ほど、前帯状回の活動は低

下していた。逆に、支持的サポートによる

“こころの痛み”の低下と負の相関を示す

領域を検討したところ、左の外側前頭前野

が検出された。この領域は“こころの痛み”

が低下した人ほど、大きな活動を示した。 

個人的特性の影響 

 まず、自己評価との相関を検討した。社

会的排斥時には、前帯状回の活動と自己評

価との間に負の相関を認めた。さらに、サ

ポート時では、前帯状回の活動は自己評価

と正の相関を示した。 

 次に、うつ傾向との相関を検討した。社

会的排斥時には、うつ傾向が、外側前頭前

野と負の相関を示し、前帯状回と正の相関

を示した。 

 

D. 考察 

 個人的特性の影響の検討結果から、低い

自己評価を有する被験者は、社会的排斥に

よって前帯状回の活動が高くなり、こころ

の痛みを感じやすい一方で、支持的サポー

トによって情動反応が低減しやすいと考え

られた。 

 うつ傾向に関して、その傾向の高い被験

者は外側前頭前野の感情制御機能が弱いた

め、前帯状回の活動が抑制できず、こころ

の痛みを感じやすく、うつ傾向の低い被験

者は外側前頭前野の感情制御機能が亢進し

たため、前帯状回の活動が抑制されるため

にこころの痛みを感じにくいことが想定さ

れた。 

 

E. 結論 

 社会的排斥及び支持的サポートに対する

感受性には個人差があり、自己評価やうつ

傾向の程度によって影響を受けること、こ

ういった個人特性は、前頭前野の感情制御

機能や前帯状回における情動反応に影響を

与えることが考えられた。 

 

F. 健康危険情報 
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